




研究の概要 

本年度も当初の実施計画に従い前年度の研究方式を踏襲して,7 ステム研究と実地調査研

究の 2班構成で研究を実施した。 

システム研究班では,先天異常のモニタリングを効率的に進めるために検討しておかねば

ならない基礎的な問題の検討と変動する発生頻度の統計的処理及び先天異常の記録集積シ

ステムについて研究を進め,併せて異常事態発生を想定してその対応システムについて研

究討議を行なった。また,モニタリングに必要な情報収集の段階における個人情報の収集・

管理・利用に際してのプライバシー保護については,たまたま同時進行中であった法案作成

の成り行きを注目しつつ検討を行った。実地調査班は,populationbased3 班と hospial 

based2 班の構成は変らないが,前者は大阪班に代って石川班が新たに加わった。神奈川

班・鳥取班は従前どおりである。石川班は昭和56年から 6年間の実績を有し,県内産科医

療機関と保健所の協力態勢による調査方法をとっており,population based の情報収集方

式は 3者 3様で,それぞれの地域事情を反映している。 

各地域とも baseline に照らして先天奇形の異常発生を示す徴候は本年度も認められなか

ったが,各班相互間において発生頻度に差異のあるマーカーについては,情報収集や統計処

理の段階における技術的問題も含めて検討を行った。 


